
日本固有の木造建築「さざえ(栄螺)堂」 

茨城県取手市のさざえ堂 

大鹿山長禅寺三世堂(おおしかさん ちょうぜんじ さんせいどう)は、別称「さざえ堂」といいます、 

茨城県の県指定重要文化財です。 

  
2006 年、取手さざえ堂を背景に新四国相馬霊場 88 ヶ所を巡る会。 三世堂の断面図で内部三階の構造図。 

長禅寺の山号の大鹿山は「おおじかさん」といいます。現在の取手競輪場を中心とした台地がその所在地でした。 

長禅寺の創建は、大鹿山の一画(現在の白山にある金刀比羅神社で敷地内に、長禅寺管理の地と標柱が残っている)

に建立されましたが、江戸時代に水戸街道が整備され、街道筋の変更により現在の地に移りました。 

 創建時の長禅寺在地から移ったのは、徳川頼房(水戸藩主)が慶長 14 年(1609)移封後に水戸街道とした頃です。 

十一面観音堂をさざえ堂建築形式に改築 

文暦元年(1234)平将門の弟、将頼の子孫と言われる、大鹿左衛門尉綾部時平が十一面観音堂として建立したと伝

えられています、十一面観世音菩薩立像は、慶派の安阿弥(あんあみ)快慶の作と云われているようです？。 

 宝暦十三年(1763)、長禅寺住職幻堂和尚は、弟子であった光音禅師に、朽ちかけた観音堂の改築をまかせました。 

 さざえ堂には、一階にご本尊の十一面観音と坂東三十三ケ所、二階に秩父三十四ケ所、三階に西国三十三ケ所の

百一体の観音像が奉られています。観覚光音禅師の発願で螺旋階段を登る壁面を活用して百一体の観音像を安置し

賽銭箱を設置しております、ここに賽銭箱のカラクリが潜んでいます、賽銭箱の底は一階のある場所に集まるよう

に工夫されており、賽銭箱には賽銭が残らないのです。又さざえ堂の特徴としての外観は二階建にみえますが内陣

は三階建てで螺旋状の階段は上りと下りが別々とされ、一方通行方式になっており、三世堂は、当時人気となり諸

国近隣より人々が集まるようになりました。(参考文献取手市史、長禅寺縁起) 

以前は、三階の中心部分から下を覗くと一階フロアが望めるアトリウムのような吹き抜けになっていましたが、

現在は板を張り塞がれています、内部の階段は急なので特に下り階段は後ろ向きで降りると良いでしょう。 

安永九年(1780)に建立されたさざえ堂のルーツといわれる、本所五百羅漢寺三匝堂(焼失により現存しない)より

古く日本最古と言えます。昭和 46 年改築により、賽銭回収方式とアトリュームは建物全体の歪み修復でなくなる。 

 さざえ堂としての発願は観寛光音禅師ですが、建立は幻堂和尚でありその御心を尊ばなけれぱなりません。 

日本いや全世界的視野を含めて、最古の栄螺形式建造物が仏殿として貴重な国有財産物件と思われます。 

御開帳は年一度、四月十八日に堂内を公開します。 

 

全国にある歴史的な栄螺堂 

 さざえ堂は、なぜか関東地域より北に位置する所に多く存在しています。 

福島県会津飯盛山正宗寺三匝堂、さざえ堂   国指定重要文化財 

 会津さざえ堂は、福島県会津若松市の飯盛山に寛政八年(1796)に建立されました。 



飯盛山には正宗寺(しょうそうじ、廃寺)というお寺があり、当時の住職であった郁堂(いくどう)禅師の考案した建

物です、正式名称は「円通三匝堂」(えんつうさんそうどう)といいます。高さ 16.5ｍの六角三層のお堂です。 

明治初期の神仏合祀分離令により、三十三観音仏は取り除かれた為に堂内は見るものがなく寂しい内陣でした。 

天高し ピサの斜塔と さざえ堂     桜桃子(おうとうし) の句碑  

さざえ堂に向かう参道の脇に、俳人の成瀬桜桃子の句碑があります、この句の「ピサの斜塔とさざえ堂」の関係

には建築様式の史実がある。以下に「飯盛山さざえ堂の公式ホームページ」記載がありましたので掲載します。 

 
 

 

会津のささえ堂構成図  「右ねじれ」がお分かりできますでしょうか。 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

 小林文治博士は推論として、「さざえ堂二重らせんの発想は、日本の仏堂建築の伝統から突如として異質の構想

が生まれたとは考えられない。享保五年（1721）の洋書解禁によりオランダから輸入された洋書の中に、秋田藩主

で画家であった佐竹曙山（さたけしょうざん）のスケッチ帳にある二重らせん階段の原図がある。これはロンドン

出版のモクソン（1627～1700）著の写しであり、これを通じて一部に知られている事実があった。これは遠くダビ

ンチにまでつながっているものであり、これらとさざえ堂とのつながりはさだかではない。しかし、西欧の例が単

なる通路であったのに対し、中心部に観音像を配し、あたかもライトのグッゲンハイム美術館を思わせるような会

津さざえ堂は単なる模倣ではなく天才的な創造と見るべきである。」と述べている。 

 なお、私等が先々代伯父正利、先代父正成から伝えられた説によれば、考案者郁堂（いくどう）和尚は、当時江

戸をはじめ諸国にあったさざえ堂にならい、建立の構想を練っていた時、或夜二重紙縒り（にじゅうこより）の夢

を見て「これだ」とこの構造を思いついたといわれています。 

<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<<  飯盛山さざえ堂公式ホームページ より 

http://www.sazaedo.com 掲載の了解を頂けまして誠にありがとう御座います。 

さざえ堂自体、全国的に見ても数少ない仏堂であるにもかかわらず、三匠堂さざえ堂は外観のねじれ建造物とし

ては、日本国内では他に類を見ない建築物として国宝に値すると永久保存されています。 

観音霊場への旅が難しい地理的な問題を解決してくれたのが「さざえ堂」でありました。そして、百観音堂の完

成の暁には、地元に観音霊場を開設することで人を集め、この当時の流行であったようでした。 

 

蜘蛛堂百体観音、群馬県太田市太田のさざえ堂 

曹洞宗祥寿山曹源寺、蜘蛛堂(くも堂)文治３年(1187)新田義重による建立、寛政５年(1793)さざえ堂形式として改築、

日本三堂百体観音として今日に至ります。 

日本三堂百体観世音 

一階は秩父三十四体、二階は板東三十三体、三階は四国三十三体の計百体があります。祥寿山曹源寺は本堂がさざ

え堂になっています。内陣の拝観には、拝観料四百円が必要となります。外観からでは、お金払ってまで堂内を拝

観する気にはならないかも知れません、しかし。 



外観よりも内陣の観音像百体は是非拝観すべきです。木造寄木造りの光背付き着色も金箔塗も紅色、墨、藍色

と百体全てがワビの色彩で祀られています、仏像ファンには見逃せない百観音ではないかと思われます。 

住職にお訪ねしたところ、大正末期に５年の歳月をかけて先代が配色修復を行いました、と話してくれました。 

取手のさざえ堂も、既にご存知でしたので、いろいろと会話は弾みました。 

御住職とのふれ合いは檀家でもないと接する機会も出来ませんが、この度はたまたま、お会いできて参拝者の気

持を揺るがしてくれました。素朴で慈愛に満ちた御住職にお礼致します、ありがとうございました。 

  
太田市の日本(世界)最大の「さざえ堂」である蜘蛛堂。 埼玉県児玉町の成身院 百体観音堂さざえ堂、 

 日本三堂百体観世音とは、さざえ堂造り(木造二重螺旋建築)で代表的な三堂をいいます 

会津飯盛山正宗寺三匝堂、群馬県太田の蜘蛛堂、埼玉県児玉の栄螺堂の三堂です。 

この他に、茨城県取手の三世堂、青森県弘前の六角堂の二堂も歴史的な背景を備えた、さざえ堂といえます。 

 

埼玉県本庄市児玉の平等山成身院(じょうしんいん)の百体観音、さざえ堂 

みほとけも 燃えては虚し 川施餓鬼    kumaken 

 平等山成身院(じょうしんいん)、足利持氏開基、禅密兼学の元昭大和尚の開山。 

京都仁和寺の元 末寺でした、百二十二ヶ寺を統管していました。 

 本尊、大日如来、境内に、唐銅大日如来座像と弘法大師立像があります。 

古老達の言い伝え。>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 

天明三年(1783)７月８日、浅間山の大噴火で、部落は熱泥で埋没、利根川は多くの死骸でうずめられました。 

成身院七十一世元映和尚は、万霊回向のため利根の川辺に壇を築き、法華経一万部を読誦して冥福を祈ったそうで

す、その後、万霊の菩提を弔うために観音尊像百体を建立する悲願を決意して、江戸へ旅立ち行脚したのでした。 

安置された百体観音像の中には「施主 吉原仲町講中」「施主 新吉原万人講中」と、遊女達が建立した仏像があ

ります、飢餓の時世でも仏心への思いが伺われます、その数三千余人であったと言われています。 

元映和尚、享年六十四、文化元年(1804)入定。 

明治二十一年三月二十七日、百体観音堂の火災によって、再度、観音像建立。更に、大正八年の秋祭りで、花火

によって再度焼失しました、百体観音は再再度の建立により、現在に至っております。 

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 上人大悲の御心で 七日七夜の川施餓鬼 

境内の様子 

さざえ堂へはなだらかな坂道を 10 分程歩きますが、車道もあるのでマイカーで行く事もできます。山道の途中

に、４月と９月末に開花する四季桜が咲いていました、年に二度も咲く桜です、寒桜では無いようです、年間に二

度咲く桜は、近江や尾張にある桜のようですが、東日本では、見掛けない品種であると、誰とも知れぬ老婦人が説

明していました。四季桜を見ながら坂を上がると、墓地が見えてきます。 

歴代の住職の墓である、すりこぎ棒の形の墓石に混ざって、宝塔が連なっていました。10 基程はあるでしょうか、



横一列の宝塔の周りには、曼珠沙華が咲いていました。 

山道沿いには、芭蕉の句碑などがありましたが、「観音の」に続く句は解読できず、悔しい思いです、ホームペ

ージで検索しましたが、みつかりませんでした。 

  

 仁王門の鬼瓦は、鯱(しゃちほこ)でした。  春と秋の年二度開花する、四季桜。 

仁王門の屋根には鯱が建ち、珍しい造りではないかと思います、でも児玉瓦の町でしたね。 

 

百体観音堂は、児玉三十三観音霊場の第一番札所となっております。 

一階は、秩父三十四霊場。二階は、板東三十三霊場。三階は、四国三十三観音霊場で日本百霊場観音が祀られてお

ります。さざえ堂の正面にあります、鰐口は日本最大の大きさを誇るもので、直径 1.8m 重量 800 ㎏もあり、音も

それなりに低音の重厚さを感じました。 

児玉町の児玉瓦は、強度耐震防水性に優れ、鎌倉時代からの歴史がある瓦です。 

 

青森県弘前市の六角堂、陸奥長勝寺蘭庭院。天保十年(1839) 弘前の豪商中田嘉平衛の寄進。 

 

 

さざえ堂のルーツとされる江戸本所の五百羅漢寺三匝堂 
 

 
 

さざえ堂から富士山を望む浮世絵と本所さざえ堂の境内絵図 

焼失の為に三匠堂は現存しない。 

会津の栄螺堂と同じく、ねじれ建築様式の六角堂 葛飾北斎「富岳三十六景内ごひゃく羅漢寺さざえ堂」の浮世絵 

 

文書内の追加説明 

川施餓鬼    読み かわ せがき 

施餓鬼は、餓鬼に苦しんで災いをなす鬼衆や無縁の亡者の霊に飲食を施し、仏に供養することによって餓鬼を救

済し、自身も長寿することを願う仏事をいいます。特に川辺で死者の霊を弔う施餓鬼を川施餓鬼といいます。 

水死者の法名を記した経木(きょうぎ)や供物(くもつ)などを川に流します。近頃は、盆行事などで精霊(しょうり

ょう)流しを行う所が多くなりました、霊者を送る行事なので、本来の意味とは多少違うようにも感じますが、伝統

として残してもらいたいと思います。 

           新四国相馬霊場を巡る会 2008 年４月春のコース実行委員資料 記 


